
轟
案
第
　
九
　
号

.
革
会
の
請
負
そ
の
他
非
常
勤
の
強
兵
の
公
務
災
害
補
確
等
に
.
陳
す
る
索
例

の
一
1
T
L
改
正
に
つ
S
て

次
の
と
お
少
議
会
の
警
貝
そ
の
他
非
常
勤
の
畢
負
の
公
務
災
害
楓
懐
等
に
鯛
す
る
条
例
の
一
郭
を
改
正
す

る
こ
,
 
N
に
つ
い
て
T
地
方
自
治
法
(
壇
和
二
十
二
年
法
舞
寮
六
十
七
号
)
築
九
十
六
条
常
一
項
の
所
定
に
よ

･
s
h
､
本
蕃
会
の
轟
決
を
求
め
る
0

昭
和
五
十
六
年
三
月
十
　
1
　
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

　

松

村

　

　

　

蕎

　

　

　

成

男
孟
六
年
薯
廿
蓄
席
嚢
可
決

士
朗
町
域
金
額
長
教
由
嶺



二･㌔

三
朝
町
条
例
第

早

∵一

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
勝
島
の
公
帝
災
害
禰
傾
等
に
舶
す
る
条
例
め

/

l
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
の
簡
負
そ
の
他
非
常
勤
の
傭
兵
の
公
務
災
害
衛
憶
等
に
的
す
る
廃
例
(
輪
郭
四
十
二
年
三
朝
町
条
例

第
二
十
二
号
)
　
の
1
郭
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

輿
十
二
条
簾
三
項
を
次
の
よ
う
拓
改
め
る
｡

j
　
漬
族
補
償
年
金
の
観
は
､
艶
の
各
号
に
転
げ
る
人
数
(
返
族
補
償
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
演
族

及
び
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
-
し
て
い
る
藩
族
棉
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
人
数
を
い
う
｡

)
　
の
区
分
に
応
じ
､
7
年
に
つ
き
当
該
各
号
に
定
め
る
鞄
と
す
る
.

7
　
二
人
　
補
償
基
静
額
に
百
五
十
三
を
乗
じ
て
得
た
額
(
五
十
五
歳
以
上
の
要
又
は
第
一
攻
撃
四
号
で
定

め
る
隣
疾
の
状
態
に
あ
る
事
で
あ
る
場
合
に
吐
､
/
補
償
基
礎
額
に
首
七
十
五
を
乗
じ
て
得
た
衛
)

二
　
二
人
　
補
償
基
礎
額
に
首
九
十
三
を
ノ
乗
じ
て
一
得
夜
飯

三

　

三

人

　

補

償

基

礎

額

に

二

百

+

二

を

乗

じ

て

祷

た

敏

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

柑
　
掛
人
　
補
償
基
礎
額
に
二
百
三
十
を
乗
じ
て
碍
た
額



＼ー

-､I-.

--L-　て

｣　　　.小.._....___.　桝. ....‥

五
　
五
人
以
上
　
補
僻
基
鉾
歯
に
二
盲
四
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額

附
則
毅
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
｡

(
障
害
.
神
像
年
金
差
褐
一
時
金
)

第
二
条
の
二
　
当
分
の
間
､
障
害
補
倦
年
金
を
受
け
る
梓
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
､
そ

の
者
に
意
給
さ
れ
た
当
軍
陣
奮
補
偲
年
金
及
び
当
該
醸
筈
裾
備
年
金
に
係
る
障
青
補
償
年
金
前
払
.
,
1
時
金

の
麿
の
合
計
額
が
､
次
の
表
の
上
碑
に
捧
げ
る
当
酵
障
害
禰
雇
年
金
托
係
る
臨
書
の
等
級
に
応
じ
､
そ
れ

/

ぞ
れ
同
素
の
下
線
に
捧
げ
る
軒
に
満
た
/
を
い
時
は
∵
葵
嶺
糠
熊
は
､
亘
の
者
の
漁
族
に
対
し
'
補
償
と
し

て
､
そ
の
差
額
に
帝
当
す
l
る
師
の
障
害
補
償
年
金
差
額
1
時
金
を
支
廃
す
も
o

障

軍

の

筆

耕

額

祭

　

一

　

節

第

　

　

二

　

　

紳

第

　

　

三

　

　

級

穿

　

　

四

　

　

紡

･
準
備
其
鮮
拓
に
1
㌧
三
四
〇
を
乗
じ
て
裾
た
額

稗
慣
基
礎
額
に
f
'
1
　
九
〇
を
乗
じ
て
得
た
額

補
怖
董
鍵
哲
に
t
､
〇
五
〇
を
乗
じ
て
得
た
額

神
修
基
辞
鞄
に
　
九
こ
.
B
を
乗
じ
て
得
た
額

二帆
■

､

-

l
宰
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寮　第　第

七　六　五

級　歓　級

/

　

　

　

●

∵

補
償
基
藤
城
に
七
九
〇
を
乗
じ
て
樽
た
観
　
≠

-

日

日

　

　

　

=

　

　

　

　

⊥

補
償
基
礎
観
に
六
七
O
J
を
乗
じ
て
祷
た
額

祷
旗
基
礎
額
に
五
六
〇
を
乗
じ
て
祷
た
額

2
　
障
害
補
健
年
金
差
額
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
藤
族
は
､
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
.
こ
の
場
合

に
お
S
て
､
障
害
鞠
償
年
金
差
額
一
時
金
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
準
位
は
､
次
L
O
各
号
の
償
序
と
し
∵
当

該
各
号
に
捧
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
っ
て
結
､
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
梅
げ
る
塵
序
と
し
､
父
母
に
つ
S
て

は
､
奉
父
母
を
先
に
し
1
実
父
母
を
後
に
す
る
.
メ

1
　
障
害
和
傾
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
新
を
同
じ
く
し
て
S
た
配

偶
者
'
子
､
父
母
'
孫
'
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
顔

二
　
前
号
に
該
当
し
な
れ
配
偶
者
､
子
､
-
父
母
､
孫
､
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

j
　
撃
壷
に
定
掛
る
も
の
の
ほ
か
,
 
'
障
害
補
償
年
金
差
額
1
時
金
に
熊
し
必
賓
を
事
項
に
つ
い
て
は
､
地

方
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
五
条
の
二
の
規
定
の
例
に
ょ
る
O

(
障
害
補
償
年
金
前
払
一
時
金
)
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~

｣

1

　

.

.

I

.

第
二
条
の
三
､
当
分
の
鰐
､
障
害
霧
降
年
金
を
受
け
る
棒
利
を
有
す
る
者
が
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
ゎ

申
し
出
た
と
き
は
､
実
務
聯
隣
は
､
補
償
と
し
て
､
障
害
稀
備
年
金
前
払
1
時
金
を
支
給
す
る
｡

r
d
　
障
害
禰
併
任
金
前
払
1
時
金
の
額
は
､
新
鹿
第
一
項
の
表
の
上
磯
に
鞄
げ
る
当
該
障
害
顧
傍
年
金
前
払

一
時
食
に
係
る
障
害
補
頒
年
金
に
係
る
障
害
の
等
級
に
応
じ
､
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
樹
に
絡
げ
る
街
を
限

度
と
し
て
規
則
で
辞
め
る
額
と
す
る
｡

r
y
)
　
障
害
補
償
年
金
前
払
1
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
､
当
潔
障
害
補
償
年
金
前
払
1
時
金
に
係
る
曝

書
禰
償
毎
金
は
､
各
月
に
支
給
き
れ
･
f
Q
べ
き
額
の
合
計
額
が
規
則
で
定
め
る
算
定
方
法
粧
従
S
当
数
億
害

補
償
年
金
前
払
1
時
金
の
鰐
に
遵
す
る
ま
で
の
間
､
そ
の
支
給
を
停
止
す
る
.

#
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
匪
害
補
償
年
金
前
払
1
時
金
に
蘭
し
必
賓
凌
事
項
托
つ
S
て
は
､
抽

方
公
務
員
災
害
裕
償
法
附
則
孝
五
条
の
三
の
頼
定
の
例
に
ょ
る
｡

附
則
第
三
桑
の
前
の
見
出
し
を
｢
(
寮
寮
裾
.
僻
年
金
前
払
一
時
金
)
　
｣
に
改
め
､
同
条
第
1
項
を
次
の
よ

ヽ

う
に
改
め
右
.

当
分
の
間
＼
　
清
梶
補
償
年
金
を
費
け
る
権
利
を
有
す
る
遼
族
が
肇
鋸
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
申
し
出
た

と
き
は
､
実
姉
機
欝
は
､
禅
館
と
し
て
､
簿
族
補
償
年
金
前
払
1
時
金
を
支
給
す
る
｡

～
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く,一

瀬　　〕二

.

附
則
第
三
条
第
三
誓
削
り
へ
同
条
第
二
項
申
r
S
頬
ヱ
時
食
言
灘
.
.
潜
髄
補
俵
年
金
前
払
元
金
｣

に
'
｢
当
該
聯
員
｣
を
｢
当
該
ノ
遺
族
補
僧
年
金
前
払
1
時
金
Q
支
給
.
の
腹
囲
た
る
職
員
｣
に
､
｢
当
該
r
時

金
｣
を
｢
当
該
遺
族
補
償
年
金
前
払
十
時
金
｣
に
改
.
め
'
l
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
､
同
条
第
一
項
の
次
に

次
の
1
項
を
加
え
る
.

/
2
.
藩
族
補
傾
年
金
前
払
一
時
倉
の
額
は
､
補
償
塞
静
観
の
1
'
0
0
0
倍
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
し
て
規

則
で
定
め
る
額
と
す
る
｡

附
則
寮
三
条
に
･
.
次
の
二
項
を
加
え
る
o

瑠
　
浄
族
補
償
年
金
前
払
]
時
金
が
支
給
き
れ
る
揚
合
に
お
け
る
窮
十
画
集
の
観
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
へ

第
十
四
条
丸
｢
潰
族
補
償
年
金
の
額
｣
と
あ
る
の
は
｢
潜
族
禰
煤
年
金
及
び
,
*
族
禰
′
偵
年
金
庵
払
十
時
金
の

額
｣
と
す
る
O

/

∫
　
前
四
項
に
定
払
る
も
の
の
ほ
か
､
逮
族
準
償
年
金
前
払
1
時
金
に
師
し
必
宴
を
事
項
に
つ
S
七
は
､
地

方
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
六
条
の
規
定
.
の
例
に
ょ
る
｡

＼

附
則
革
四
条
に
見
出
し
と
し
で
｢
(
寮
族
裾
債
一
時
金
の
額
の
革
例
)
　
｣
を
付
す
る
0



き

_上

/

附

　

則

I

(
兼
行
掛
目
等
)

′
　
こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
旅
行
す
る
｡
た
だ
し
､
＼
附
則
第
二
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
樹
定

は
､
昭
和
五
十
六
年
十
1
月
l
日
か
ら
勝
行
す
,
る
.

r
1
　
こ
の
条
例
に
ょ
る
改
正
後
の
議
会
の
譲
貞
そ
の
他
非
常
勤
の
畢
鼻
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

(
以
下
｢
新
条
例
｣
と
S
う
Q
)
　
琴
十
二
条
第
三
項
の
規
定
は
､
昭
和
五
十
五
年
十
1
月
1
日
以
後
の

期
間
に
係
る
浄
族
補
償
年
金
に
つ
S
て
適
用
す
る
.

(
経
過
稽
常
)

j
　
新
条
例
附
則
篤
二
条
の
二
の
顛
定
は
､
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
韓
利
を
有
す
る
者
が
昭
和
五
十
六
年

～

十
一
月
1
日
以
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
つ
S
て
､
新
条
例
附
則
第
二
条
の
三
の
頑
定
は
同
日
以
後
に
障
害
.
･
r

禰
償
年
金
を
貴
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
つ
S
て
適
用
す
る
.

ゲ
　
改
正
/
前
の
議
会
の
藩
員
そ
の
穐
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
祷
僕
等
に
触
す
る
条
例
附
則
畏
三
条
第
一

項
の
頼
定
に
ょ
り
支
給
さ
れ
た
1
時
金
は
､
粛
族
補
償
年
金
前
払
一
時
金
と
み
を
し
て
､
新
条
例
の
頭
定

挙
し
.

を
適
用
す
る
｡


